
 

                                資料１ 

住民説明会について 

 

  １）説明会の内容について 

    ・組合事業の概要 

    ・環境影響評価方法書 

    ・都市計画の概略の案 

 

   （１回目） 

    ・日  時：平成 27年 8月 7日（金）午後 7時から 

    ・場  所：武豊町民会館 響きホール 

    ・参加者 一般 58人・報道関係者 1人 計 59人 

    ・質問者数 3人 

 

（２回目） 

    ・日  時：平成 27年 8月 9日（日）午後 2時から  

    ・場  所：武豊町中央公民館 視聴覚室 

    ・参加者 一般 24人・報道関係者 0人 計 24人 

    ・質問者数 2人 

 

   （参加者内訳及び主な質疑応答） 

    資料１－１参照 

 

２）環境影響評価方法書について 

    ・縦覧日時：平成 27年 7月 21日（火）～平成 27年 8月 20日（木） 

          午前 8時 30分～午後 5時 15分 （土曜・日曜を除く） 

    ・縦覧場所：構成市町(２市３町)の環境担当課 

半田市クリーンセンター 

碧南市環境課    以上 7箇所 

 

    ・意見書の提出期限：平成 27年 9月 3日（木） 

 

    ・縦覧者数    6人 

    ・意見書の提出  0人（8月 21日現在） 

 

（今後の予定） 

    ・平成 27年 7月～12月  環境影響評価審査会（4回開催予定） 

    ・平成 27年 12月     方法書手続き完了 

    ・平成 28年 1月～12月  現地調査（四季調査） 

    ・平成 29年 12月     準備書手続き完了 

    ・平成 30年 3月      評価書完成（環境影響評価調査終了） 
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(単位：人）

半田市 常滑市 南知多町 美浜町 武豊町 その他 小計 報道関係者 合計

8月7日 4 5 1 7 27 14 58 1 59

8月9日 5 7 3 0 5 4 24 0 24

合計 9 12 4 7 32 18 82 1 83
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（8月7日）

Ｑ：

Ａ： 現時点ではシュミレーションでの数値しかない。

準備書の段階では、排出ガス濃度の数値をお示しできると考えている。

Ｑ：

Ａ：

Ｑ：

Ａ：

Ｑ：

Ａ：

運搬車両が道路上で待機することなく、速やかにごみ処理施設用地に進入できる

ように考えていく。

（8月9日）

Ｑ：

Ａ：

Ｑ：

Ａ：

調査結果は何らかの方法で公表していく。

Ｑ：

Ａ：

この環境影響評価調査とは別に土工事に先だって調査を実施する。

もし基準値を大きく超える土壌汚染があった場合どうするつもりか

組合で適切な対応をしていく。

準備書の段階では数値をお示しできると考えている。

また、ごみ処理施設用地5haの中に進入路、待避所を十分確保できるので、

臨港道路に歩行者専用道、自転車専用道の整備の要望

構想の中で長期的な展望に立って考えていくが、現時点ではお約束できない。

土壌汚染調査はいつ実施するのか、結果の公表は

活断層の位置については把握している。離れているので影響はないと考えている。

今後、液状化の調査も実施し、安全な施設を建設していく。

大気の調査地点を増やしてほしい。

増やす方向で再検討する。

収集運搬車両によるCO2,PM2.5の増加量及び車両の増加台数について

資料１－１

排出ガスの濃度が心配なので、数値を示してほしい。

知多南部広域環境センターに関する説明会　参加者内訳

知多南部広域環境センターに関する説明会の主な質疑応答

活断層、液状化について


